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会場：坂木宿ふるさと歴史館・鉄の展示館・坂城駅前商店街



　
１
月
27
日（
日
）、
坂
城
町
消
防
団

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
塚
団
長
以
下
、
消
防
団
及
び
婦

人
消
防
隊
員
約
２
８
０
名
が
逆
木
通

り
で
街
頭
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に

お
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
消
防

団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　※

敬
称
略
　（
　
）
は
所
属
分
団

消
防
庁
長
官
表
彰

　退
職
感
謝
状

關
　
政
則
（
１
）　
林
　
隆
行
（
５
）

島
田
宏
一
（
８
）　
塩
野
入
寿
（
９
）

川
島
秀
樹
（
10
）　
竹
内
和
幸
（
10
）

寺
田
路
矢
（
11
）　
柳
沢
裕
二
（
ラ
ッ
パ
）

坂
城
町
長
表
彰

　退
職
感
謝
状

塩
野
今
朝
文
（
前
団
長
）

春
日
靖
子
（
前
婦
人
消
防
隊
長
）

關
　
政
則
（
１
）　
林
　
隆
行
（
５
）

島
田
宏
一
（
８
）　
塩
野
入
寿
（
９
）

川
島
秀
樹
（
10
）　
竹
内
和
幸
（
10
）

寺
田
路
矢
（
11
）　
柳
沢
裕
二
（
ラ
ッ
パ
）

坂
城
町
長
表
彰

　退
任
者
表
彰

宮
澤
卓
也
（
１
）　
塚
本
圭
司
（
２
）

中
村
和
義
（
３
）　
小
林
秀
和
（
３
）

竹
内
威
駒
未
（
４
）　
清
水
　
悠
（
５
）

小
宮
山
剛
史
（
６
）　
西
沢
英
基
（
６
）

深
井
洋
幸
（
７
）　
宮
原
篤
司
（
９
）

北
澤
哲
也
（
10
）　
永
井
伸
幸
（
11
）

小
林
利
史
（
ラ
ッ
パ
）
　
片
桐
　
諭
（
ラ
ッ
パ
）

坂
城
町
長
表
彰

　優
秀
章

重
倉
直
也
（
１
）　
塩
入
　
誠
（
２
）

山
極
卓
弥
（
２
）　
小
山
貴
司
（
２
）

岡
本
拓
也
（
４
）　
小
宮
山
剛
史
（
６
）

深
井
皓
太
（
６
）　
吉
池
昌
志
（
７
）

古
沢
　
剛
（
７
）　
金
子
俊
一
（
９
）

竹
内
栄
雄
（
10
）　
滝
沢
敏
之
（
10
）

柳
澤
　
祥
（
11
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

　退
職
感
謝
状

塩
野
今
朝
文
（
前
団
長
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

　功
労
章

北
原
和
斉
（
７
）　
春
日
貴
之
（
９
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

　努
力
章

春
日
雄
次
（
６
）　
髙
橋
政
輝
（
８
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

　精
績
章

山
﨑
正
純
（
１
）　
冨
山
貴
央
（
５
）

荒
木
隆
光
（
11
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

　技
術
章

宮
島
秀
行
（
２
）　
近
藤
悠
作
（
10
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

　精
勤
章

三
井
　
武
（
２
）　
風
間
拓
也
（
３
）

赤
石
大
二
郎
（
４
）　
竹
内
春
樹
（
４
）

岩
淺
和
仁
（
７
）　
吉
池
昌
志
（
７
）

宮
入
真
道
（
９
）　
赤
羽
貴
志
（
９
）

塚
田
泰
斗
（
10
）　
岡
田
治
樹
（
11
）

宮
下
佑
耶
（
ラ
ッ
パ
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰

　功
労
章

塩
入
　
誠
（
２
）　
小
林
優
樹
（
５
）

小
宮
山
貴
久
（
６
）　
中
澤
　
光
（
６
）

黒
岩
千
尋
（
８
）　
市
川
恭
平
（
８
）

平
林
慎
吾
（
11
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰

　勤
続
章
20
年

鈴
木
博
幸
（
７
）　
髙
橋
仁
志
（
７
）

小
玉
博
志
（
ラ
ッ
パ
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰

　勤
続
章
15
年

寺
澤
裕
一
（
５
）　
春
日
憲
吉
（
６
）

園
原
哲
也
（
８
）　
竹
内
慶
伸
（
10
）

塚
田
公
人
（
10
）　
久
保
光
正
（
11
）

諏
訪
明
久
（
ラ
ッ
パ
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰

　勤
続
章
10
年

瀬
下
幸
二
（
１
）　
田
中
健
二
（
２
）

田
中
秀
紀
（
２
）　
小
林
宏
之
（
２
）

鈴
木
邦
彦
（
３
）　
橋
本
　
洋
（
３
）

西
沢
英
基
（
６
）　
小
宮
山
健
一
（
６
）

鎌
倉
　
賢
（
６
）　
豊
田
竜
二
（
８
）

丸
山
修
一
（
８
）　
塚
田
夏
樹
（
10
）

鈴
木
英
雄
（
11
）　
永
井
英
美
（
11
）

前
山
一
隆
（
ラ
ッ
パ
）

坂
城
町
消
防
団

　出
初
式
挙
行

坂
城
町
消
防
団

　出
初
式
挙
行
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町
内
小
中
学
校
の
う
ち
、
耐
震
化

が
済
ん
で
い
な
い
南
条
小
学
校
の
校

舎
建
設
（
体
育
館
は
改
修
済
）
に
つ

い
て
協
議
す
る
た
め
、
１
月
30
日
に

第
１
回
南
条
小
学
校
建
設
委
員
会

（
委
員
長…

長
野
大
学  

安
井
幸
次

学
部
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
４
回
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
た
南
条
小
学
校
建
設

検
討
委
員
会
の
検
討
結
果
「
耐
震
強

度
が
他
小
学
校
に
比
べ
最
も
低
い
」

「
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
空
き
教
室

が
多
い
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
南
条
小

学
校
の
耐
震
改
修
工
事
は
、
校
庭
へ

新
た
な
校
舎
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、

ま
た
、
建
設
に
対
す
る
考
え
方
を
、

次
の
と
お
り
報
告
し
ま
し
た
。

①
自
然
を
活
か
し
た
学
校
づ
く
り

②
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
学
校
づ
く
り

③
文
化
・
教
育
の
発
信
地
と
な
る
学

校
づ
く
り

④
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

⑤
環
境
に
配
慮
し
た
学
校
づ
く
り

⑥
地
域
と
共
に
発
展
す
る
学
校
づ
く
り

　
今
後
は
、
基
本
的
な
設
計
な
ど
に

つ
い
て
委
員
会
で
意
見
を
ま
と
め
、

平
成
25
年
度
中
に
実
施
設
計
を
行
い
、

平
成
27
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
実
施
し
て
い
る
村
上
小
学

校
の
耐
震
改
修
工
事
が
、
３
月
下
旬

に
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
既
に
改
修
済
の
体
育
館
を
除
い
た

校
舎
の
耐
震
補
強
を
図
る
た
め
の
耐

震
壁
の
設
置
や
外
壁
補
修
、
普
通
教

室
棟
の
ト
イ
レ
改
修
、
保
健
室
の
移

動
及
び
改
修
、
屋
上
へ
の
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　
工
事
期
間
中
は
、
学
校
関
係
者
を

は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
村

上
地
区
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

引
越
し
や
清
掃
な
ど
様
々
な
場
面
で

多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
（
内
線
２
５
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
２

　
町
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
等

（
50
万
円
未
満
で
内
容
が
簡
易
な

工
事
や
修
繕
）
に
つ
い
て
、
入
札

参
加
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
建
設

関
係
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も
受
注

機
会
の
拡
大
が
図
れ
る
よ
う
、
平

成
23
年
度
か
ら
小
規
模
工
事
等
受

注
希
望
者
登
録
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
こ
の
制
度
は
、
登
録
さ
れ
た
事

業
者
を
対
象
と
し
て
小
規
模
工
事

等
の
見
積
依
頼
な
ど
を
す
る
も
の

で
、
受
注
を
約
束
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
が
で
き
る
方

①
坂
城
町
に
主
た
る
事
業
所
ま
た

は
住
所
を
有
す
る
方
（
法
人
、

個
人
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
す
る
方

③
町
税
そ
の
他
町
に
納
付
す
べ
き

使
用
料
、
負
担
金
な
ど
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

④
町
の
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
方

⑤
希
望
業
種
の
履
行
に
必
要
な
資

格
、
免
許
を
有
す
る
方

受
付
・
登
録

　
随
時
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す

が
、
毎
月
20
日
ま
で
（
休
日
の
場

合
は
前
開
庁
日
）
に
受
付
け
た
も

の
で
、
審
査
に
適
合
し
た
方
は
翌

月
か
ら
の
登
録
に
な
り
ま
す
。

有
効
期
限

　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

※

提
出
書
類
や
申
請
方
法
な
ど
詳

　
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
い
た
だ
く
か
左
記
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
　
契
約
・
管
財
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
（
内
線
２
２
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
９

▲南条小学校建設委員会の様子

第
１
回
南
条
小
学
校
建
設
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

村
上
小
学
校
耐
震
改
修
工
事
が

３
月
下
旬
完
成
予
定

「
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
」を
進
め
ま
す

坂
城
町
小
規
模
工
事
等
受
注
希
望
者
登
録
制
度
へ
の
登
録
を
受
付
け
ま
す

平
成
25
・
26
年
度

▲村上小学校
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連絡先
☎　　   82－8673
☎・有線 82－4503
☎・有線 82－5722
☎・有線 82－3400
☎　　   82－2509
☎・有線 82－2371
☎　　   82－5004
☎・有線 82－5531
☎・有線 82－3213
☎・有線 82－3281
☎・有線 82－4757
☎・有線 82－1424
☎　　   82－8209

組合
３
３
３上
２
２
３
４
２
西原
五明上手
島第一
小網
３

氏名
長谷川敏行
小宮山健一
栁沢　保義
堀口　良夫
千野　美明
松岡　朝志
後藤　隆一
荒井　義範
宮入　宗乗
山城　賢一
栁澤　　哲
關　　貞巳
野田　裕治

旭ヶ丘
南日名
北日名
日名沢
新　町
大　宮
坂　端
苅屋原
網　掛
上五明
上　平
小　網
月　見

区名
○

○

○

【敬称略】

飼
犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う

飼
犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う

◎会長　○副会長

連絡先
☎　　   82－3781
☎・有線 82ー6458
☎・有線 82－4663
☎・有線 82－2810
☎・有線 82－6075
☎・有線 82－6473
☎・有線 82－3868
☎　　   82－0093
☎　　   82－7139
☎　　   82－6628
☎　　   82－0129
☎・有線 82－7483
☎　　   82－1808
☎・有線 82－3346

組合
鼠団地３
新地団地
12
15
18 -１
３
４
３
３
２
３
５
５
４

氏名
田中　德一
倉島　一郎
宮下　安博
橋詰　義達
桒山 秋男
本間 努
栁澤　昌明
塚田　卓男
中原 勝年
柳澤 茂隆
小宮山浩一
山崎　文男
髙野　順正
中沢　勝信

鼠
新　地
金　井
入横尾
町横尾
泉
中之条
四ツ屋
戌久保
御所沢
田　町
横　町
立　町
込　山

区名

時　間

　　 10:00 ～ 10:10
　　 10:20 ～ 10:30
　 　10:40 ～ 10:50
　　 11:00 ～ 11:10
　　 11:20 ～ 11:30
　　 11:40 ～ 11:55

　   午前   9:15 ～  9:25
　　 　     9:35 ～ 9:45
　　  9:55 ～ 10:05
　　 10:15 ～ 10:25
　　 10:35 ～ 10:45
 　　10:55 ～ 11:05
　　 11:15 ～ 11:25
 　　11:35 ～ 11:45
　　 11:50 ～ 12:00

　　午前   9:15 ～   9:30
　　  　　9:40 ～   9:55
　　 10:05 ～ 10:15
　　 10:25 ～ 10:35
　　 10:45 ～ 10:55
　　 11:05 ～ 11:15
 　　11:25 ～ 11:35
　　 11:45 ～ 12:00

　　午前   9:15 ～   9:30
　　          9:40 ～   9:55
　　 10:05 ～ 10:15
　　 10:25 ～ 10:40
 　　10:50 ～ 11:00
  　 11:10 ～ 11:20
 　　11:30 ～ 11:40
　　 11:50 ～ 12:05
　　 12:15 ～ 12:25

場　所
北日名公民館前
南日名公民館前
旭ケ丘公民館前
大宮公民館前
虹のホールさかき駐車場
田町十王堂
御所沢公民館前
四ツ屋神明神社
苅屋原泉徳寺北側駐車場
隣保館前
立町公民館前
月見区集会所前
上五明公民館前
小網公民館前
網掛公民館裏
ふれあいセンター（上平公民館）前
上平区民会館前
鼠公民館裏
南条集会所隣空地
金井麦大豆生産振興センター
町横尾公民館前
中之条14組合資源物収集所西側
入横尾公民館前
泉区公民館前
中之条公民館前
鼠公民館裏
南条集会所隣空地
泉区公民館前
中之条公民館前
四ツ屋神明神社
虹のホールさかき駐車場
隣保館前
ＪＡちくま村上店前
月見区集会所前

４月11日（木）

４月24日（水）

５月21日（火）

５月26日（日）

実施日 　
平
成
25
年
度
の
登
録
及
び
集
合
注

射
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
　
生
後
91
日
以
上
の
す
べ
て
の

犬
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

飼
犬
登
録
と
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

料
金　新

規
登
録
の
犬

　
　
６
，
２
２
０
円

　
　
（
登
録
料
３
，
０
０
０
円
＋

　
　
　
注
射
料
金
３
，
２
２
０
円
）

　登
録
済
み
の
犬

　
　
３
，
２
２
０
円

　
　
（
注
射
料
金
の
み
）

　
登
録
済
み
の
犬
を
飼
育
さ
れ
て
い

る
お
宅
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
交
付
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
３
月

末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
注
射

の
際
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
病
気
や
老
衰
な
ど
に
よ
り
注
射
が

困
難
な
場
合
は
、
獣
医
師
の
猶
予
証

明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
室
内
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
該
当
し

ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
左
記
の
日
程
で
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。（※

日
程
は
、
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　（
内
線
１
２
５
）

　
有
線
８
８
―
１
０
２
５

◎
○

犬の飼い主の皆さんへ

行政協力員（区長）さんをご紹介します
平成25年の

午前   9:20 ～   9:30
　　   9:40 ～   9:50
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安
心
と
と
も
に

　暮
ら
し
を
支
え
る
国
民
年
金

国
民
年
金
国
民
年
金

※手続きの都合上、間に合わない場合がありますので、お申し込みはお早めにお願いします。

振替日

平成25年４月30日

【前期】平成25年４月30日
【後期】平成25年10月31日

納付該当月の月末

納付該当月の翌月末

金額（年額）

１７６，７００円

８９，２１０円×２回

１４，９９０円×12回

１５，０４０円×12回

割引額（年額）

３，７８０円

２，０６０円

６００円

割引なし

１年前納

毎月納付

振替日

平成25年４月30日

納付該当月の翌月末

金額（年額）

１７７，２８０円

１５，０４０円×12回

割引額（年額）

３，２００円

割引なし

【前期】平成25年４月30日
【後期】平成25年10月31日

６ヶ月前納 ８９，５１０円×２回 １，４６０円

納付方法

納
期
限
は
翌
月
末
日

納
期
限
は
翌
月
末
日

納
め
忘
れ
が
あ
る
と

納
め
忘
れ
が
あ
る
と

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

納
付
が
困
難
な
と
き
は

納
付
が
困
難
な
と
き
は

口座振替で納付する場合

納付書で納付する場合納付書で納付する場合

　長野南年金事務所、又は「ねんきんダイヤル」で、年金についてのさまざまな相談に応じ
ています。お気軽にご利用ください。
◎長野南年金事務所　☎（０２６）２２７－１２８４
◎ねんきんダイヤル　☎０５７０－０５－１１６５
　受付時間　月曜～金曜日：午前８時30分～午後５時15分（月曜日は午後７時まで延長）
　　　　　　第２土曜日　：午前９時30分～午後４時

年金についての相談や問い合わせはお気軽に年金についての相談や問い合わせはお気軽に

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限
は
翌

月
の
末
日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
、
早
め
に
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
ま

し
ょ
う
。

　
２
年
経
過
後
は
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、
老
後

に
受
け
取
る
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
）

が
減
る
か
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
「
万
が
一
」
の
と
き
に
受
け

ら
れ
る
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
も
、
保
険
料
の
未
納
が
一
定
期

間
以
上
あ
る
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
納
め
忘
れ
の
な
い
「
便
利
・
確
実
・

安
心
」
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
口
座

振
替
で
前
納
（
ま
と
め
て
納
め
る
）

す
る
と
、
国
民
年
金
保
険
料
が
お
得

に
な
り
ま
す
。【
下
表
参
照
】

　
口
座
振
替
の
申
込
、
振
替
方
法
の

変
更
は
、
年
金
手
帳
・
預
金
通
帳
・

口
座
届
出
印
を
持
参
し
て
役
場
窓
口
、

年
金
事
務
所
、
金
融
機
関
な
ど
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保

険
料
の
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て

い
る
方
は
、
早
割
・
口
座
振
替
の
前

納
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
方
は
、
保
険
料

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
前
年
の
所
得
が
一

定
以
下
で
あ
る
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
下
記
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納付方法

１年前納

６ヶ月前納

毎月納付（早割）

毎月納付

平
成
25
年
度
の
保
険
料
は
１
５
，０
４
０
円

口座振替で納付する場合
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会
員
が
国
内
の
道
路
上
を
運
行

中
の
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、

電
車
な
ど
に
乗
っ
て
い
て
、
衝
突
、

転
落
、
転
倒
な
ど
に
よ
る
事
故
や
、

歩
行
中
こ
れ
ら
の
車
に
よ
っ
て
事

故
に
会
っ
た
と
き
に
、
通
院
や
入

院
な
ど
災
害
の
程
度
に
応
じ
て
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
広
報
１
月
号
と
一

緒
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
申
込
は
各
地
区
役
員
さ
ん
を
通

じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
会
費
を
添

え
て
地
区
役
員
さ
ん
に
お
渡
し
す

る
か
、
直
接
役
場
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

役
場
で
の
受
付
期
間
　

　
３
月
29
日（
金
）ま
で

※

期
間
を
過
ぎ
て
も
役
場
住
民
環

境
課
窓
口
で
随
時
加
入
で
き
ま

す
。

※

４
月
１
日
以
降
申
し
込
み
の
場

合
の
会
員
の
期
間
は
、
会
費
納

入
の
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

加
入
資
格
　

　
町
内
に
居
住
ま
た
は
、
勤
務
し

て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

共
済
期
間
　
　

　
平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
26
年
３
月
31
日

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　（
内
線
１
２
４
）

　
有
線 

８
８―

１
０
２
４

　
自
殺
の
危
険
因
子
と
な
る
も
の
に

は
、「
精
神
疾
患
」「
近
親
者
と
の
死

別
」「
病
気
や
外
傷
」「
年
齢
」「
サ
ポ
ー

ト
を
得
に
く
い
環
境
」「
仕
事
上
の

問
題
」「
経
済
問
題
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
長
期
に
わ
た
っ
て
こ

れ
ら
の
因
子
が
複
数
重
な
っ
て
い
る

場
合
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
自
殺
は
前
触
れ
も
な
く
突
然
起

き
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
自

殺
に
傾
い
て
い
る
人
の
多
く
は
、
行

動
に
及
ぶ
前
に
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を

周
囲
の
人
へ
発
し
た
り
、
意
思
を
言

葉
で
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
サ

イ
ン
に
気
づ
い
た
時
に
は
、
誤
魔
化

し
た
り
無
理
に
励
ま
し
た
り
せ
ず
、

ま
ず
は
自
分
が
心
配
し
て
い
る
こ
と

を
伝
え
、
時
間
を
か
け
て
話
を
聴
き

ま
し
ょ
う
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
に
自
殺
に

つ
い
て
話
す
こ
と
は
か
え
っ
て
危
な

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

話
し
手
と
聴
き
手
の
間
に
信
頼
関
係

が
あ
れ
ば
、
言
葉
で
感
情
を
表
す
こ

と
で
冷
静
さ
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け

と
な
り
ま
す
。

　
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
時
は
、
専
門
機
関
に
聞
い
て
み

る
こ
と
も
選
択
肢
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
本
人
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

家
族
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の
相
談

も
可
能
で
す
。

電
話
で
の
相
談

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０―

０
６
４―

５
５
６

・
全
国
い
の
ち
の
電
話
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０―

７
３
８―

５
５
６

　
毎
月
10
日
午
前
８
時
〜

　
翌
11
日
午
前
８
時

・
長
野
い
の
ち
の
電
話

　
０
２
６―

２
２
３―

４
３
４
３

　
毎
日
午
前
11
時
〜
午
後
10
時

身
近
な
相
談
機
関

・
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
０
２
６―

２
２
７―

１
８
１
０

　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分

・
長
野
保
健
福
祉
事
務
所

　
０
２
６―

２
２
５―
９
０
４
５

　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分

・
坂
城
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分

　
自
殺
者
は
、
平
成
10
年
以
降
、
長
野
県
に
お
い
て
年
間
５
０
０
人

を
超
え
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
自
殺
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
、
話
を
聴
い
た
り
、

医
療
機
関
や
専
門
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

平成 25年度から
年会費、申込書が変わります！

※申込書（会員証）は、はがきタイプで、皆
さんのお名前が印字されています。加入さ
れる方は、加入欄に〇を記入し会費を添え
て、提出してください。

年会費　一般：500 円　中学生以下：200 円

自
殺
に
つ
い
て
正
し
い
見
識
を

東
信
地
区
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

い
く
つ
か
の
「
危
険
因
子
」
が

重
な
る
こ
と
が
自
殺
に
傾
く

き
っ
か
け
に

自
殺
に
傾
い
て
い
る
人
は

Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す

自
殺
に
つ
い
て
話
す
こ
と
は

危
険
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

時
に
は
専
門
機
関
の
力
を
借
り
る

こ
と
も
必
要
で
す

相
談
機
関
の
紹
介
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会報第23号（広報３月）
発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会

女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１
２

坂
城
町
商
工
会
女
性
部

中
澤
惠
子

委
員

　山
﨑
美
幸

　
12
月
１
日
、
朝
か
ら
強
い
風
と
雪
の
舞
う

中
、「
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１
２
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
坂
城
女
性
団
体
連
絡
会
に
よ
る

朗
読
劇
「
わ
が
家
の
家
族
経
営
協
定
」
の
発

表
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
農
業

経
営
に
つ
い
て
、

経
営
の
方
針
や
家

族
一
人
ひ
と
り
の

役
割
、
条
件
な
ど

に
つ
い
て
取
り
決

め
を
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
若
い

農
業
経
営
者
が
、

や
り
が
い
を
持
っ
て
農
業
に
力
を
発
揮
し
て

も
ら
え
た
ら
と
朗
読
劇
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
家
族
経
営
協
定
に
取
り
組
む
方
が
増

え
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
記
念
講
演
は
、
落
語
家
の
笑
福
亭
松
枝
師

匠
に
よ
る
「
男
女
共
同
△
で
□
じ
ゃ
な
い
○

い
世
の
中
」
で
す
。
噺
家
さ
ん
ら
し
い
口
調

で
、
従
前
の
男
社
会
で
は
当
た
り
前
と
さ
れ

て
い
た
「
父
兄
参
観
」
や
「
男
子
が
先
の
名

簿
」
な
ど
が
、「
保
護
者
参
観
」「
男
女
混
合

名
簿
」
に
改
善
さ
れ
、
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
女
性
が
参

加
出
来
た
こ
と
も
、
参
画
社
会
の
功
績
に
よ

る
も
の
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
男
女
共
に
、
お
互
い
を
理
解
し
助
け
合
い

許
し
合
う
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。

　
１
月
18
日
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
出
席

の
も
と
に
町
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

問
　
買
い
物
弱
者
が
増
え
て
い
る
が
そ
の
対

応
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
移
動
販
売
車
の
回
数
・
場
所
を
拡
充
し

た
い
。

問
　
町
の
企
業
、
役
場
で
の
女
性
管
理
職
は

何
人
く
ら
い
か
。

答
　
町
内
企
業
の
女
性
管
理
職
は
多
く
な
い

と
思
う
が
、
今
度
、
湯
さ
ん
館
の
館
長

が
女
性
に
な
る
。
役
場
の
女
性
管
理
職

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
少
な
く
今
す
ぐ

増
や
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
目
標
を

持
っ
て
時
間
を
か
け
育
て
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
坂
城
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の

推
進
、
除
雪
に
つ
い
て
な
ど
、
限
ら
れ
た
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
沢
山
の
意
見
、
要

望
が
出
さ
れ
、
町
政
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感

じ
、
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
町
政
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

町
政
懇
談
会

委
員

　深
井
弘
子

　
坂
城
町
商
工
会
女
性
部
は
商
工
会

員
と
会
員
の
親
族
内
の
商
工
業
に
携

わ
る
女
性
で
組
織
さ
れ
、
62
人
の
会

員
が
い
ま
す
。
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
ば
ら
祭
り
、
坂
城
ど
ん
ど

ん
、
福
祉
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
、
坂

城
神
社
の
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
な
ど

で
活
動
し
、
長
野
北
信
支
部
の
講
演

会
、
研
修
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
も
参
加
し
、
昨
年
は
上

山
田
と
坂
城
の
共
催
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
国
の
女
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部
で
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
復
興
応
援

金
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し
て
、
昨
年
３
月
か
ら
３
年
間
毎
年
会
員
一
人
当
た
り
５

０
０
円
を
会
費
か
ら
捻
出
し
て
寄
付
を
し
て
い
ま
す
。

　
只
今
会
員
募
集
中
！

　
私
達
婦
人
消
防
隊
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約
６
３
０
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成
さ
れ
て
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の
役
割
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家
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を
出
さ
な
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う
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と
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地
域
を
守
り
、

ひ
い
て
は
近
隣
の
人
々
の
防
災
意
識
の

高
揚
に
つ
な
が
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま

す
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、
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齢
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問
し
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因
に
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危
険
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所
を
改
善
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
自
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た
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が
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う
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期
消
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で
は
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鍋
か
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出
た
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濡
ら
し
鍋
に
被
せ
て
火
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消
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ま
す
。
実
際
に
や
っ
て

み
る
と
火
に
近
付
く
の
が
怖
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す
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。
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の
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体
験
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災
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に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

坂
城
町
婦
人
消
防
隊

隊
長

　栁
澤
か
お
り

　今年の冬は例年より寒さが厳しい。ただでさえ不便な生活を強いられている仮設住宅の皆さんのこ
とが案じられます。政治・経済も不安定な中であるが一日も早い復興を願います。23号「きらめき」
も素敵な仲間と発行できたことに感謝です。春よ来い！は～やく来い！　　編集副委員長　西村幸子

編 集
後 記

会報第23号（広報３月）
発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会

ひ
と

ひ
と

団
体
の
紹
介
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カ メ ラ リ ポ ー ト

　１月 19 日（土）、文化センターで「人との絆・夢や希望のかけはし 2013」と題して、
ブラインドサッカーの講演会、練習試合及び体験会が開催されました。
　講演会では、日本ブラインドサッカー協会理事長の釜本美佐子さんをお招きし、「障
害者と健常者があたりまえに混ざり合う社会」を演題に講演をいただきました。
　釜本さんは、元サッカー日本代表の釜本邦茂氏の姉で、53 歳の時に「網膜色素変
性症」と診断され、以来徐々に視野が狭くなり、昨年５月に全く見えなくなってしまっ
たそうです。その中で、2001 年に韓国でブラインドサッカーの試合を見て、その面白
さに感動し、帰国後、日本での普及活動を始めました。最初は何もかも手探りの状態

でしたが、少しずつ選手、スタッフ、サポーターが増え、今ではパラリンピック出場を目指せるほどになったそうです。
ブラインドサッカーは、障害者と健常者が１つのチームをつくるスポーツなので、これが社会にも広がり、障害者と健
常者があたりまえに混ざり合う社会を実現したいと語っていらっしゃいました。

　今回の講演会には、ブラインドサッカーの現日本代表である葭原滋男選手、日
向賢選手率いる東京のブラインドサッカーチーム「乃木坂ナイツ」のメンバーも特
別ゲストとして参加され、講演会終了後は体育館に会場を移し、長野のブラインド
サッカーチーム「ながのＦＣレインボー」対「乃木坂ナイツ」の練習試合と、一
般参加者による体験会が行われました。

　ブラインドサッカーは、縦 40m、横 20m のピッ
チに、全盲のＢ１クラスの場合は、アイマスクをし
た選手４人と、目が見えるゴールキーパー１人でチームを作ります。そして、キーパー
と監督、ゴールの後ろに立つコーラーが大きな声で指示を出し、選手は、その指示と
ボールの中に入っている鈴の音を頼りにプレイします。この練習試合でも、大きな声
が飛び交う中、激しいボールの奪い合いや強烈なシュートが繰り出され、とても迫力
ある試合が展開されました。また、体験会では、一般参加者がアイマスクを着用し、
声と音だけを頼りに練習を行いました。

　２月８日（金）、坂城テクノセンターで新春経済講演会が開催されました。講師には、
ヴィラデストガーデンファーム アンド ワイナリー代表で、長野県「おいしい信州ふーど
（風土）大使」であるエッセイストの玉村豊男さんをお迎えし、「千曲川ワインバレー構
想 ～坂城町に期待すること～」を演題に講演をいただきました。

　玉村さんによると、ワイン用ぶどうの畑は、桑畑の跡地が適しているそうです。
千曲川周辺は、明治維新後、養蚕製糸業が盛んになり、桑畑がたくさんあり
ました。それらの畑を利用して、長野県をワインの一大産地に発展させたい
とおっしゃっていました。また、玉村さんが「坂城町に期待すること」として、
ものづくりの町である坂城の企業がワイン生産用の機械（圧搾機、除梗破砕機、
消毒用機械、温熱防除機など）を開発することができないかとおっしゃってい
ました。現在、ワイン生産用の機械は多くが輸入品ですが、それらを国内で
生産できれば今後のワイン造りに大きく貢献でき、町の産業用の機械を同じ
町内でつくることは、経済の活性化にもつながると話されました。

　講演会終了後には、町振興公社が委託醸造した「巨峰スパー
クリングワイン」がお披露目され、試飲・販売には、買い求
めるお客様で長蛇の列となりました。このワインは、地元産
巨峰を使った坂城オリジナルワインの第 2弾で、芳醇な香りと
甘さがさわやかにはじける味わいです。びんぐし湯さん館で販
売（1本1,300 円）していますので、ぜひお買い求めください！

坂城スマートタウン構想プロジェクト
　現在、テクノさかき工業団地内企業２社において、スマートファ
クトリー（賢い工場）に向けた研究を実施しています。本研究に
あたっては、スマートメーター（電力計測装置）による電力の把
握や、工場ラインの工程や生産計画など、企業の重要な情報が
欠かせません。そこで、企業・信州大学・町・スマートメーター
開発企業の４者において秘密保持契約を締結しました。
　産学官が密接に連携を取り合い、引き続き研究を進めていき
ます！

　長野商業高校２年生の川島大輝さんが所属する同校卓球部が、「第40回全国高等
学校選抜卓球大会」の男子学校対抗の部（団体戦）へ出場することとなりました。
　全国大会は３月24日（日）～26日（火）に北海道札幌市で開催されます。川島さんは
「練習は土日も含めてほぼ毎日あり、辛い時もあるけどその分勝った時の喜びが大き
くなる。長商は県内でもチーム力のある学校なので、全国大会でもその力を発揮して、
迫力あるプレイと応援でいい結果を残したい」と意気込んでいらっしゃいました。

　坂城町スポーツ少年団ドッジボールクラブ「村上ドッジＡ」は、１月27日
（日）に松本市で開催された「第17回長野県小学生ドッジボール選手権
大会（知事杯）」で見事優勝し、実に11年ぶりとなる北信越大会への出
場を決めました。
　同クラブは、昨年の夏の大会で全国大会への出場を逃して以来、チー
ム一丸となってこの大会を目指して練習してきました。当日は、その成果
をいかんなく発揮して、チーム全員で栄光を勝ち取り歓喜にわきました。
選手たちの次なる目標は、北信越大会で優勝し、全国大会に出場することです。そのために新たな課題と向き合い、そ
の課題克服に向け全力でがんばっています。彼らの熱い思いと強い願いが叶うことを祈ります。
　なお、村上ドッジＡでは、随時メンバーを募集しています。毎週月、水、土曜日に村上小学校体育館で練習しています
ので、お気軽に見学にお越しください。

　坂城中学校剣道部が、２月２日（土）に戸倉上山田中学校で開
催された「第 12 回長野県中学校冬季剣道大会」の女子団体戦に
おいて、６年ぶり２度目となる優勝を果たしました。
　同部は、昨年 12 月１日（土）に開催された「平成 24 年度長野
県中学校剣道ジュニア強化錬成会兼新人県大会」においても女
子団体戦で準優勝し、５月に石川県で開催される「第 23 回若獅
子旗争奪中学選抜剣道大会」への切符を手に入れています。

　躍進を続ける部員たちは、現在、夏の大会に向けて日々練習に励んでいます。４月に３年生となる部員たちに
最後の夏にかける意気込みを聞くと、「一つ一つ悔いが残らないよう全力で取り組み、最後まであきらめず、全
員で試合をする」と話してくださいました。坂城の若き剣士たちのさらなる活躍が期待されます！

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

▲体験会の様子

玉村豊男さん玉村豊男さん

釜本美佐子さん釜本美佐子さん

エース

川島大輝さん川島大輝さん

玉村豊男さんを講師に  新春経済講演会
同日、巨峰スパークリングワイン発売！

ブラインドサッカー講演会開催

村上ドッジＡ 北信越大会へ！

坂城中学校剣道部 女子団体
冬季剣道大会６年ぶりの優勝！

長野商業高校２年生 川島大輝さん
卓球で全国大会へ
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子旗争奪中学選抜剣道大会」への切符を手に入れています。

　躍進を続ける部員たちは、現在、夏の大会に向けて日々練習に励んでいます。４月に３年生となる部員たちに
最後の夏にかける意気込みを聞くと、「一つ一つ悔いが残らないよう全力で取り組み、最後まであきらめず、全
員で試合をする」と話してくださいました。坂城の若き剣士たちのさらなる活躍が期待されます！

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

▲体験会の様子

玉村豊男さん玉村豊男さん

釜本美佐子さん釜本美佐子さん

エース

川島大輝さん川島大輝さん

玉村豊男さんを講師に  新春経済講演会
同日、巨峰スパークリングワイン発売！

ブラインドサッカー講演会開催

村上ドッジＡ 北信越大会へ！

坂城中学校剣道部 女子団体
冬季剣道大会６年ぶりの優勝！

長野商業高校２年生 川島大輝さん
卓球で全国大会へ
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しいたけ駒打ち体験
参加者募集

　原木きのこ生産組織「お～い原木
会」と、さかき地場産直売所「あいさ
い」では、しいたけの駒打ち体験を実
施します。大勢のご参加をお待ちして
います。
日時　３月24日（日）午前10 時～正午
場所　さかき地場産直売所「あいさい」
内容　長さ 90 ㎝の原木５本分のし

いたけ駒打ち　
参加費　１人 2,500 円
募集人数　50人（申込先着順）
申込期限　３月15日（金）
※町内外問わず、どなたでもご参加い
ただけます。親子での参加も大歓迎。

※当日は、きのこ汁のサービスもあり。
駒打ちした原木は、その場でお持
ち帰りできます。
◎申込・問い合わせ先
　さかき地場産直売所「あいさい」
　☎７５－８２６７
　
欠口土地改良区水路

改修工事に伴い止水します

　欠口土地改良区では、上田市の岩
鼻地籍で老朽化した水路の改修工事
を行います。それに伴い、用水路を止
水しますので、ご理解とご協力をお願
いします。沿線にお住まいの方は、火
の元に充分ご注意ください。
止水期間　３月１日（金）～28日（木）
◎問い合わせ先
　産業振興課農林整備係
　☎８２－３１１１（内線１５５）
　有線８８－１０３８
　欠口土地改良区事務局（上田市役所内）
　☎２５－１６５８

のびのびストレッチ教室（前期）
受講者募集

　ストレッチ教室に参加してみません
か？ストレッチは体の血液循環を良
好にし、肩こりや疲労回復を促す効果
があります。参加希望の方は保健セン
ターまでお申し込みください。
日程　４月～６月の月２回の木曜日

（計６回）
時間　午後７時～８時
場所　保健センター
受講料　1,500 円
申込期限　３月29日（金）　
◎問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１２）
　有線８８－１０４７

坂城敬学会主催
中村胤夫さん公開講座

　経営を目指す若者、企業・商工業
の経営者、地域住民の皆さんを対象
に、流通界及び産業界の第一線で活
躍した中村胤夫さんの公開講座を開
催します。皆さんのご参加をお待ちし
ています。
日時　３月29日（金）午後３時～
場所　坂城テクノセンター大会議室
テーマ　日本橋の町おこし ～坂城町

に期待すること～　　
受講料　無料
申込　前日までに、電話でお名前を

ご連絡ください。
※詳しくは広報さかき３月号と一緒に
配布されたチラシをご覧ください。
◎申込・問い合わせ先
　公益財団法人さかきテクノセンター
　☎８２－０００１

町文化協会第20回美術展

　恒例の美術展にご来場ください。
日時　３月16日（土）
　　　午前10 時～午後５時
　　　３月17日（日）
　　　午前９時～午後４時
場所　文化センター体育館
出品作品
　絵画（油彩・水彩）、書道、華道、写
真、木彫、ステンドグラス、小中学
生の書初め（優秀作品）

入場料　無料
◎問い合わせ先
　坂城町文化協会　柳沢知夫さん
　☎８２－５８４１

合同企業説明会開催

　テクノハート坂城協同組合では、
2014年3月卒業の大学院・大学・短
大・高専・専門学校生を対象とした合
同企業説明会を開催します。当日は、
説明会の他に、工場見学会（要事前予
約）や就職活動に役立つ講座企画も
実施予定です。
日程　3月21日（木）
・工場見学　午前9時30分～12時30分
・就職活動講座　午後１時～１時30分
・企業説明会　午後１時30分～４時
場所　坂城テクノセンター
◎問い合わせ先
　テクノハート坂城協同組合
　☎・有線８２－００１０

３月は
　国民健康保険税（第９期）
　介護保険料（第９期）の納入月
３月の納期限は４月１日（月）です
　納期限までに最寄りの金融機関及
びコンビニなどで納付してください
（※介護保険料はコンビニでは納付
できません）。３月分の口座振替は、
４月１日（月）に指定口座より振替を
しますので、振替日前日までに残高を
ご確認ください。納付方法や口座の
変更を希望される場合は、３月19日
（火）までに下記へご連絡ください。
◎問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

町教育委員会
平成25年度奨学生の募集

　町では、大学・高校に在学または、
職業訓練機関に入所している方で、
次の要件を備えている場合は、奨学
金を支給します。出願書類は教育委
員会にありますので、ご利用ください。
要件
①受給者または親権者が坂城町に引
き続き１年以上居住していること
②能力があり、品行方正であること
③経済的理由により、修学が困難で
あると認められること
④日本育英会ほか、これに類する団
体から別に学資の給与を受けてい
ないこと
給与額　月額5,000 円
出願期間　４月15日（月）まで
◎出願・問い合わせ先
　教育文化課学校教育係（役場２階）
　☎８２－３１１１（内線２５１）
　有線８８－１０１２

さかきファミリー農園
利用者募集

　町及び町農業支援
センターでは、農業
振興及び遊休農地対
策の一環として、ファ
ミリー農園を開設し
ています。

　野菜づくりの経験が無い方でも大
歓迎です。あなたもこの機会に、この
農園を利用して野菜づくりにチャレン
ジしてみませんか。
募集農園　金井農園　　１区画
　　　　　中之条農園　１区画
　　　　　上五明農園　１区画
　　　　　上平農園　　12区画
区画面積・利用料
　１区画50㎡　年額 2,700 円
◎問い合わせ先
　産業振興課産業振興係
　☎８２－３１１１（内線１５２）
　有線８８－１０３６

果樹栽培の応援団
アグリサポーター募集！

　あなたもおいしい果物づくりに参
加して、育てる喜びと収穫の感動、仲
間づくりの楽しさを一緒に味わって見
ませんか。個人でもグループでも構い
ません。楽しく果物づくりをしてみた
い方の参加をお待ちしています。
時給　７７０円
作業時間　午前８時～午後５時
　（上記時間帯以外でも対応可）
作業内容
・りんご…葉摘、摘果、花摘みなど
・ぶどう…房こき、摘粒など
◎申込・問い合わせ先
　坂城町農業支援センター
　 アグリサポーター事務局
　（産業振興課産業振興係内）
　☎８２－３１１１（内線１５２）
　有線８８－１０３６

　毎日の生活の中で「少しだけ」運動を取り入
れるだけでも健康に効果があります。
　本講座では、講義とインターバル速歩の実
践などを交えて、健康に生きるための極意を教
えていただきます。普段運動をされている方も
されていない方もお気軽にご参加ください。

日　時　３月９日（土）午前10 時～正午
場　所　文化センター体育館　
受講料　無料
持ち物　上履き、運動着、タオル、飲み物（ス

ポーツ飲料が望ましい）
◎問い合わせ先
　文化センター内教育文化課生涯学習係
　☎・有線８２－２０６９

講師
根本賢一さん

松本大学大学院准教授
・医学博士

　買い物にお困りの方・不便を感じている方をサ
ポートするためのイトーヨーカドー移動販売車「あ
んしんお届け便」が、２月 28 日（木）から坂木宿ふ
るさと歴史館駐車場（立町）で販売を開始しました。
右表の日程で運行されますので、ご利用ください。
◎問い合わせ先
　イトーヨーカドー　アリオ上田店
　☎２７－６６１１ 
　産業振興課商工観光係
　☎８２－３１１１（内線１５３）　有線８８－１０３９

時　間
９：45～10：15
10：30～10：50
11：15～11：45
12：15～12：45
13：00～13：20
14：30～15：00
15：00～15：20
15：20～15：50
15：50～16：10

月曜日
泉区公民館
入横尾公民館
四ツ屋公民館
御所沢区民広場
南日名公民館

―
月見区集会所

―
北日名公民館

木曜日
―
―
―
―
―

坂木宿ふるさと歴史館駐車場
―

四ツ屋公民館
―

※木曜日の泉区公民館での営業はありません。

「あんしんお届け便」運行日程変更
イトーヨーカドー移動販売車

さかきふれあい大学教養講座
人生はピン！ピン！きらり～「少しだけ」運動は長生きのもと～

げんき

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

（ ）

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

ロードサービス
お車のことならなんでも

お客さまの生活をまもり安心をお届けする

365日24時間
　　　　受付！

365日24時間受付！

★エンジン洗浄はグリーン購入法特定調達品目です。

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21
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しいたけ駒打ち体験
参加者募集

　原木きのこ生産組織「お～い原木
会」と、さかき地場産直売所「あいさ
い」では、しいたけの駒打ち体験を実
施します。大勢のご参加をお待ちして
います。
日時　３月24日（日）午前10 時～正午
場所　さかき地場産直売所「あいさい」
内容　長さ 90 ㎝の原木５本分のし

いたけ駒打ち　
参加費　１人 2,500 円
募集人数　50人（申込先着順）
申込期限　３月15日（金）
※町内外問わず、どなたでもご参加い
ただけます。親子での参加も大歓迎。

※当日は、きのこ汁のサービスもあり。
駒打ちした原木は、その場でお持
ち帰りできます。
◎申込・問い合わせ先
　さかき地場産直売所「あいさい」
　☎７５－８２６７
　
欠口土地改良区水路

改修工事に伴い止水します

　欠口土地改良区では、上田市の岩
鼻地籍で老朽化した水路の改修工事
を行います。それに伴い、用水路を止
水しますので、ご理解とご協力をお願
いします。沿線にお住まいの方は、火
の元に充分ご注意ください。
止水期間　３月１日（金）～28日（木）
◎問い合わせ先
　産業振興課農林整備係
　☎８２－３１１１（内線１５５）
　有線８８－１０３８
　欠口土地改良区事務局（上田市役所内）
　☎２５－１６５８

のびのびストレッチ教室（前期）
受講者募集

　ストレッチ教室に参加してみません
か？ストレッチは体の血液循環を良
好にし、肩こりや疲労回復を促す効果
があります。参加希望の方は保健セン
ターまでお申し込みください。
日程　４月～６月の月２回の木曜日

（計６回）
時間　午後７時～８時
場所　保健センター
受講料　1,500 円
申込期限　３月29日（金）　
◎問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１２）
　有線８８－１０４７

坂城敬学会主催
中村胤夫さん公開講座

　経営を目指す若者、企業・商工業
の経営者、地域住民の皆さんを対象
に、流通界及び産業界の第一線で活
躍した中村胤夫さんの公開講座を開
催します。皆さんのご参加をお待ちし
ています。
日時　３月29日（金）午後３時～
場所　坂城テクノセンター大会議室
テーマ　日本橋の町おこし ～坂城町

に期待すること～　　
受講料　無料
申込　前日までに、電話でお名前を

ご連絡ください。
※詳しくは広報さかき３月号と一緒に
配布されたチラシをご覧ください。
◎申込・問い合わせ先
　公益財団法人さかきテクノセンター
　☎８２－０００１

町文化協会第20回美術展

　恒例の美術展にご来場ください。
日時　３月16日（土）
　　　午前10 時～午後５時
　　　３月17日（日）
　　　午前９時～午後４時
場所　文化センター体育館
出品作品
　絵画（油彩・水彩）、書道、華道、写
真、木彫、ステンドグラス、小中学
生の書初め（優秀作品）

入場料　無料
◎問い合わせ先
　坂城町文化協会　柳沢知夫さん
　☎８２－５８４１

合同企業説明会開催

　テクノハート坂城協同組合では、
2014年3月卒業の大学院・大学・短
大・高専・専門学校生を対象とした合
同企業説明会を開催します。当日は、
説明会の他に、工場見学会（要事前予
約）や就職活動に役立つ講座企画も
実施予定です。
日程　3月21日（木）
・工場見学　午前9時30分～12時30分
・就職活動講座　午後１時～１時30分
・企業説明会　午後１時30分～４時
場所　坂城テクノセンター
◎問い合わせ先
　テクノハート坂城協同組合
　☎・有線８２－００１０

３月は
　国民健康保険税（第９期）
　介護保険料（第９期）の納入月
３月の納期限は４月１日（月）です
　納期限までに最寄りの金融機関及
びコンビニなどで納付してください
（※介護保険料はコンビニでは納付
できません）。３月分の口座振替は、
４月１日（月）に指定口座より振替を
しますので、振替日前日までに残高を
ご確認ください。納付方法や口座の
変更を希望される場合は、３月19日
（火）までに下記へご連絡ください。
◎問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

町教育委員会
平成25年度奨学生の募集

　町では、大学・高校に在学または、
職業訓練機関に入所している方で、
次の要件を備えている場合は、奨学
金を支給します。出願書類は教育委
員会にありますので、ご利用ください。
要件
①受給者または親権者が坂城町に引
き続き１年以上居住していること
②能力があり、品行方正であること
③経済的理由により、修学が困難で
あると認められること
④日本育英会ほか、これに類する団
体から別に学資の給与を受けてい
ないこと
給与額　月額5,000 円
出願期間　４月15日（月）まで
◎出願・問い合わせ先
　教育文化課学校教育係（役場２階）
　☎８２－３１１１（内線２５１）
　有線８８－１０１２

さかきファミリー農園
利用者募集

　町及び町農業支援
センターでは、農業
振興及び遊休農地対
策の一環として、ファ
ミリー農園を開設し
ています。

　野菜づくりの経験が無い方でも大
歓迎です。あなたもこの機会に、この
農園を利用して野菜づくりにチャレン
ジしてみませんか。
募集農園　金井農園　　１区画
　　　　　中之条農園　１区画
　　　　　上五明農園　１区画
　　　　　上平農園　　12区画
区画面積・利用料
　１区画50㎡　年額 2,700 円
◎問い合わせ先
　産業振興課産業振興係
　☎８２－３１１１（内線１５２）
　有線８８－１０３６

果樹栽培の応援団
アグリサポーター募集！

　あなたもおいしい果物づくりに参
加して、育てる喜びと収穫の感動、仲
間づくりの楽しさを一緒に味わって見
ませんか。個人でもグループでも構い
ません。楽しく果物づくりをしてみた
い方の参加をお待ちしています。
時給　７７０円
作業時間　午前８時～午後５時
　（上記時間帯以外でも対応可）
作業内容
・りんご…葉摘、摘果、花摘みなど
・ぶどう…房こき、摘粒など
◎申込・問い合わせ先
　坂城町農業支援センター
　 アグリサポーター事務局
　（産業振興課産業振興係内）
　☎８２－３１１１（内線１５２）
　有線８８－１０３６

　毎日の生活の中で「少しだけ」運動を取り入
れるだけでも健康に効果があります。
　本講座では、講義とインターバル速歩の実
践などを交えて、健康に生きるための極意を教
えていただきます。普段運動をされている方も
されていない方もお気軽にご参加ください。

日　時　３月９日（土）午前10 時～正午
場　所　文化センター体育館　
受講料　無料
持ち物　上履き、運動着、タオル、飲み物（ス

ポーツ飲料が望ましい）
◎問い合わせ先
　文化センター内教育文化課生涯学習係
　☎・有線８２－２０６９

講師
根本賢一さん

松本大学大学院准教授
・医学博士

　買い物にお困りの方・不便を感じている方をサ
ポートするためのイトーヨーカドー移動販売車「あ
んしんお届け便」が、２月 28 日（木）から坂木宿ふ
るさと歴史館駐車場（立町）で販売を開始しました。
右表の日程で運行されますので、ご利用ください。
◎問い合わせ先
　イトーヨーカドー　アリオ上田店
　☎２７－６６１１ 
　産業振興課商工観光係
　☎８２－３１１１（内線１５３）　有線８８－１０３９

時　間
９：45～10：15
10：30～10：50
11：15～11：45
12：15～12：45
13：00～13：20
14：30～15：00
15：00～15：20
15：20～15：50
15：50～16：10

月曜日
泉区公民館
入横尾公民館
四ツ屋公民館
御所沢区民広場
南日名公民館

―
月見区集会所

―
北日名公民館

木曜日
―
―
―
―
―

坂木宿ふるさと歴史館駐車場
―

四ツ屋公民館
―

※木曜日の泉区公民館での営業はありません。

「あんしんお届け便」運行日程変更
イトーヨーカドー移動販売車

さかきふれあい大学教養講座
人生はピン！ピン！きらり～「少しだけ」運動は長生きのもと～

げんき

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

（ ）

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

ロードサービス
お車のことならなんでも

お客さまの生活をまもり安心をお届けする

365日24時間
　　　　受付！

365日24時間受付！

★エンジン洗浄はグリーン購入法特定調達品目です。

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21



　
昨
年
11
月
28
日
、29
日
に
か
け
て
、

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
で
被
災
し

た
宮
城
県
名
取
市
に
あ
る
農
業
生
産

法
人
㈲
耕
谷
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
と
、

漁
業
の
町
南
三
陸
町
志
津
川
地
区
の

被
害
状
況
と
復
興
へ
の
取
組
み
状
況

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
、
平
成
15
年
１
月
に
設

立
し
、
環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組

み
、
水
稲
・
麦
・
大
豆
の
作
付
け
拡

大
と
高
収
益
作
物
を
加
工
し
、
集
落

ぐ
る
み
で
農
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
津
波
に
よ
り
農
地
の
約
９
割

（
70 

ha
）
及
び
農
機
具
な
ど
約
３
千

万
円
が
被
災
、
復
旧
作
業
は
瓦
礫
の

撤
去
と
除
塩
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
除
塩
は
、
農
地
を
耕
運
後
、
淡
水

を
用
水
か
ら
引
き
、
２
週
間
入
れ
て

排
水
す
る
方
法
を
２
回
実
施
し
、
濃

度
が
規
定
値
以
下
に
な
る
ま
で
行
っ

た
そ
う
で
す
。
除
塩
が
で
き
な
い
農

地
に
は
大
豆
の
作
付
け
や
、
塩
害
に

強
い
「
綿
」
を
植
え
、
紡
績
か
ら
商

品
化
・
販
売
を
ア
パ
レ
ル
関
連
企
業

と
共
に
取
り
組
む
事
業
を
展
開
し
、

農
地
の
再
生
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
復
興

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
視
察
し
て
、
食
料
の
６
割
を

海
外
に
依
存
す
る
国
と
し
て
、ま
た
、

災
害
や
風
評
被
害
に
よ
る
食
料
自
給

率
を
こ
れ
以
上
低
下
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、
わ
が
町
の
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
向
け
て
農
業
委
員
が
先
頭
に
立

ち
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と

強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
津
波
被
災
地
の
志
津
川
地
区
に
関

し
て
は
、
見
る
影
も
な
い
状
況
で
復

興
は
ま
だ
先
。
新
住
宅
は
高
台
に
建

設
計
画
と
の
こ
と
で
す
。

　「
過
去
の
災
害
を
活
か
せ
な
か
っ

た
こ
と
が
大
惨
事
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
っ
た
。」
と
地
元
の
方
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
言
葉
が
深
く
胸
に
響
き
ま

し
た
。
わ
が
町
も
、
過
去
の
災
害
の

検
証
を
行
い
、
今
後
の
教
訓
と
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。

　
一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
い
な
が

ら
被
災
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
食
糧
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
農

地
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
利
用
し
、

担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、

最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　
現
在
町
で
は
、「
人
と
農
地
の
問

題
」
を
解
決
す
る
た
め
、
集
落
・
地

域
ご
と
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

作
成
す
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
地
域
農
業
の
中
心

と
な
る
担
い
手
を
決
め
、
そ
の
担
い

手
へ
農
地
の
集
積
を
進
め
る
も
の
で

あ
り
、
集
落
・
地
域
の
話
し
合
い
を

も
と
に
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
我
々
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
地

域
農
業
者
の
代
表
と
し
て
積
極
的
に

関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
、
耕
作
放
棄
地
全

体
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
の
状
況
に
よ
り
３
段

階
に
分
類
し
て
集
計
し
ま
し
た
。
前

年
の
指
導
な
ど
に
よ
り
営
農
を
再
開

し
た
土
地
も
あ
り
ま
し
た
が
、
耕
作

放
棄
地
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
今
後
は
、
土
地
所
有
者
に
対
す
る

耕
作
再
開
の
呼
び
か
け
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
農
地
の
貸
し
借
り
に
よ

る
有
効
利
用
を
推
進
し
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

　「
安
心
し
て
農
地
を
貸
し
た
い
」

「
貸
し
た
い
農
地
が
あ
る
け
ど
賃
借

料
は…

」「
農
地
を
借
り
て
経
営
規

模
を
拡
大
し
た
い
」
な
ど
と
考
え
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う

に
農
地
の
貸
し
借
り
で
お
悩
み
の
方

に
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り
「
利
用
権

設
定
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

制
度
の
特
徴

①
手
続
き
が
簡
単
で
す
。（
農
地
法

の
許
可
手
続
き
が
不
要
）

②
貸
し
た
農
地
は
、
期
限
が
来
れ
ば

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず

返
し
て
も
ら
え
ま
す
。（
貸
借
が

自
動
継
続
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
）

③
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
、
継
続

し
て
貸
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

④
や
む
を
得
な
い
事
情
が
生
じ
た
と

き
は
、
借
受
人
、
貸
付
人
双
方
の

合
意
に
よ
り
途
中
解
約
も
で
き
ま

す
。

　　
こ
の
他
、
農
地
を
貸
し
た
い
方
、

借
り
た
い
方
、
そ
れ
ぞ
れ
に
登
録
い

た
だ
き
、
農
地
の
流
動
化
を
促
進
す

る
農
地
流
動
化
委
託
申
込
（
農
地
銀

行
活
動
）
も
農
業
委
員
会
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
各
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
方
、

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
各

地
区
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
農
業
者
の
皆
さ
ん
、老
後
生
活
へ
の

備
え
は
十
分
で
す
か
。

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、少
子
高
齢

化
に
即
応
し
た
農
業
者
の
公
的
年
金

で
す
。農
業
者
が
積
み
立
て
た
原
資
と

そ
の
運
用
益
に
よ
り
、生
涯
に
わ
た
り

年
金
が
受
け
ら
れ
る「
確
定
拠
出
型

積
立
方
式
」の
年
金
で
す
。

◆
農
業
従
事
者
な
ら
広
く

　
　
　
　
　
　
　
　加
入
で
き
ま
す

◆
保
険
料
を
自
由
に
選
択
で
き
ま
す

◆
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　保
証
付
き
で
す

◆
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

◎
加
入
の
申
込
、お
問
い
合
わ
せ
は
、

　農
業
委
員
会
へ

農業委員会だより

　標準小作料制度廃止に伴う農地の実勢借地料について、農地法第52条によ
る賃借料情報を提供します。この情報は一つの目安ですので、貸し手、借り手で
話し合い、納得のうえ借地料を決めてください。

編
集
委
員
か
ら

坂
城
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
０

東
日
本
大
震
災
被
災
地
を

視
察
し
て

農
業
委
員

　柳
澤
敏
明

区　分

実勢借地料

平均値

９，１７８円

最高値

１７，０００円

最低値

３，３３０円

　
妻
の
実
家
が
あ
る
坂
城
町
に
引
っ

越
す
こ
と
に
な
り
、
果
樹
園
の
手
伝

い
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
自
ら
の
手
で
育
て
ら
れ
た
農

作
物
が
収
穫
さ
れ
、
出
荷
さ
れ
て
い

く
場
面
に
出
会
い
ま
し
た
。農
業
は
、

手
を
掛
け
れ
ば
掛
け
た
だ
け
、
そ
の

ま
ま
自
分
自
身
に
返
っ
て
く
る
と
い

う
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
素
直

に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し

た
。

　
毎
年
、
果
樹
園
が
後
継
者
不
足
で

廃
園
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
農
地
の

耕
作
放
棄
地
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
目
の
当
た

り
に
し
、
少
し
で
も
解
消
で
き
な
い

か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
と
い
え
ば
収
入
が
安
定
せ

ず
、
仕
事
は
地
道
で
地
味
で
き
つ
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
も

や
っ
て
み
て
、
農
業
従
事
者
が
減
り

続
け
る
こ
と
に
納
得
で
き
る
部
分
も

あ
り
ま
す
。
次
の
世
代
が
楽
し
そ

う
！
や
っ
て
み
た
い
！
と
素
直
に
思

え
る
よ
う
な
農
業
に
変
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
悩
み
ま
し

た
。

　
一
年
間
い
ろ
ん
な
講
習
会
や
視
察

な
ど
に
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
方
と

出
会
い
接
す
る
中
で
、
先
進
的
な
技

術
や
効
率
的
な
栽
培
管
理
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
大
幅

に
作
業
の
省
力
化
を
図
れ
る
こ
と
、

そ
れ
が
規
模
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ

と
、
品
種
を
増
や
し
長
期
間
販
売
で

き
る
構
成
に
す
れ
ば
、
も
ぎ
取
り
販

売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

直
接
販
売
も
可
能
で
あ
る
こ
と
、
加

工
品
の
生
産
を
す
れ
ば
農
閑
期
に
も

販
売
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。「
収
入
の
安
定
し
た
楽
し
い

農
業
」
と
い
う
目
標
が
少
し
ず
つ
見

え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
、
挑
戦
し
て

み
た
い
と
思
い
、
農
業
を
本
格
的
に

始
め
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
、
手
探
り
の
状
態
で
す
。
し
か

し
、
農
業
の
先
輩
方
が
自
ら
の
長
年

の
経
験
を
惜
し
げ
も
な
く
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
失
敗
し
な
が
ら
も
前

に
進
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
一
年
生
と
し
て
、
初
め

て
耕
作
放
棄
地
の
調
査
に
参
加
し
ま

し
た
。
少
し
手
を
入
れ
れ
ば
素
晴
ら

し
い
畑
に
な
り
、
立
派
な
農
作
物
が

育
つ
と
思
え
る
場
所
も
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
担
い
手
が
い
な
く
荒
れ
た
ま

ま
の
畑
を
見
る
と
、
何
と
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。調
査
結
果
を
ま
と
め
、

今
後
の
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
私
た
ち
農
業
委
員
に
課

せ
ら
れ
た
任
務
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
坂
城
の
農
産
物
、
特

産
品
を
利
用
し
た
付
加
価
値
の
あ
る

製
品
の
創
出
や
坂
城
ブ
ラ
ン
ド
の
開

発
な
ど
、
考
え
れ
ば
夢
は
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
や
関
係

者
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
地
域
農

業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（10 アール当たり　田・畑とも同額）

農
業
者
年
金
に

　加
入
し
ま
し
ょ
う

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
す

農
地
の
貸
し
借
り
は
安
心

で
き
る
制
度
で

耕
作
放
棄
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た

農地の実勢借地料の情報提供について

こ
う
や

し
づ
が
わ

▲耕作放棄地の調査

新
規
就
農
の
思
い

認
定
農
業
者
（
新
規
就
農
者
）

　込
山

　石
間
桂
太

が
れ
き
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昨
年
11
月
28
日
、29
日
に
か
け
て
、

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
で
被
災
し

た
宮
城
県
名
取
市
に
あ
る
農
業
生
産

法
人
㈲
耕
谷
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
と
、

漁
業
の
町
南
三
陸
町
志
津
川
地
区
の

被
害
状
況
と
復
興
へ
の
取
組
み
状
況

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
、
平
成
15
年
１
月
に
設

立
し
、
環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組

み
、
水
稲
・
麦
・
大
豆
の
作
付
け
拡

大
と
高
収
益
作
物
を
加
工
し
、
集
落

ぐ
る
み
で
農
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
津
波
に
よ
り
農
地
の
約
９
割

（
70 

ha
）
及
び
農
機
具
な
ど
約
３
千

万
円
が
被
災
、
復
旧
作
業
は
瓦
礫
の

撤
去
と
除
塩
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
除
塩
は
、
農
地
を
耕
運
後
、
淡
水

を
用
水
か
ら
引
き
、
２
週
間
入
れ
て

排
水
す
る
方
法
を
２
回
実
施
し
、
濃

度
が
規
定
値
以
下
に
な
る
ま
で
行
っ

た
そ
う
で
す
。
除
塩
が
で
き
な
い
農

地
に
は
大
豆
の
作
付
け
や
、
塩
害
に

強
い
「
綿
」
を
植
え
、
紡
績
か
ら
商

品
化
・
販
売
を
ア
パ
レ
ル
関
連
企
業

と
共
に
取
り
組
む
事
業
を
展
開
し
、

農
地
の
再
生
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
復
興

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
視
察
し
て
、
食
料
の
６
割
を

海
外
に
依
存
す
る
国
と
し
て
、ま
た
、

災
害
や
風
評
被
害
に
よ
る
食
料
自
給

率
を
こ
れ
以
上
低
下
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、
わ
が
町
の
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
向
け
て
農
業
委
員
が
先
頭
に
立

ち
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と

強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
津
波
被
災
地
の
志
津
川
地
区
に
関

し
て
は
、
見
る
影
も
な
い
状
況
で
復

興
は
ま
だ
先
。
新
住
宅
は
高
台
に
建

設
計
画
と
の
こ
と
で
す
。

　「
過
去
の
災
害
を
活
か
せ
な
か
っ

た
こ
と
が
大
惨
事
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
っ
た
。」
と
地
元
の
方
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
言
葉
が
深
く
胸
に
響
き
ま

し
た
。
わ
が
町
も
、
過
去
の
災
害
の

検
証
を
行
い
、
今
後
の
教
訓
と
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。

　
一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
い
な
が

ら
被
災
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
食
糧
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
農

地
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
利
用
し
、

担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、

最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　
現
在
町
で
は
、「
人
と
農
地
の
問

題
」
を
解
決
す
る
た
め
、
集
落
・
地

域
ご
と
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

作
成
す
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
地
域
農
業
の
中
心

と
な
る
担
い
手
を
決
め
、
そ
の
担
い

手
へ
農
地
の
集
積
を
進
め
る
も
の
で

あ
り
、
集
落
・
地
域
の
話
し
合
い
を

も
と
に
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
我
々
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
地

域
農
業
者
の
代
表
と
し
て
積
極
的
に

関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
、
耕
作
放
棄
地
全

体
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
の
状
況
に
よ
り
３
段

階
に
分
類
し
て
集
計
し
ま
し
た
。
前

年
の
指
導
な
ど
に
よ
り
営
農
を
再
開

し
た
土
地
も
あ
り
ま
し
た
が
、
耕
作

放
棄
地
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
今
後
は
、
土
地
所
有
者
に
対
す
る

耕
作
再
開
の
呼
び
か
け
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
農
地
の
貸
し
借
り
に
よ

る
有
効
利
用
を
推
進
し
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

　「
安
心
し
て
農
地
を
貸
し
た
い
」

「
貸
し
た
い
農
地
が
あ
る
け
ど
賃
借

料
は…

」「
農
地
を
借
り
て
経
営
規

模
を
拡
大
し
た
い
」
な
ど
と
考
え
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う

に
農
地
の
貸
し
借
り
で
お
悩
み
の
方

に
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り
「
利
用
権

設
定
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

制
度
の
特
徴

①
手
続
き
が
簡
単
で
す
。（
農
地
法

の
許
可
手
続
き
が
不
要
）

②
貸
し
た
農
地
は
、
期
限
が
来
れ
ば

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず

返
し
て
も
ら
え
ま
す
。（
貸
借
が

自
動
継
続
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
）

③
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
、
継
続

し
て
貸
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

④
や
む
を
得
な
い
事
情
が
生
じ
た
と

き
は
、
借
受
人
、
貸
付
人
双
方
の

合
意
に
よ
り
途
中
解
約
も
で
き
ま

す
。

　　
こ
の
他
、
農
地
を
貸
し
た
い
方
、

借
り
た
い
方
、
そ
れ
ぞ
れ
に
登
録
い

た
だ
き
、
農
地
の
流
動
化
を
促
進
す

る
農
地
流
動
化
委
託
申
込
（
農
地
銀

行
活
動
）
も
農
業
委
員
会
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
各
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
方
、

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
各

地
区
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
農
業
者
の
皆
さ
ん
、老
後
生
活
へ
の

備
え
は
十
分
で
す
か
。

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、少
子
高
齢

化
に
即
応
し
た
農
業
者
の
公
的
年
金

で
す
。農
業
者
が
積
み
立
て
た
原
資
と

そ
の
運
用
益
に
よ
り
、生
涯
に
わ
た
り

年
金
が
受
け
ら
れ
る「
確
定
拠
出
型

積
立
方
式
」の
年
金
で
す
。

◆
農
業
従
事
者
な
ら
広
く

　
　
　
　
　
　
　
　加
入
で
き
ま
す

◆
保
険
料
を
自
由
に
選
択
で
き
ま
す

◆
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　保
証
付
き
で
す

◆
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

◎
加
入
の
申
込
、お
問
い
合
わ
せ
は
、

　農
業
委
員
会
へ

農業委員会だより

　標準小作料制度廃止に伴う農地の実勢借地料について、農地法第52条によ
る賃借料情報を提供します。この情報は一つの目安ですので、貸し手、借り手で
話し合い、納得のうえ借地料を決めてください。

編
集
委
員
か
ら

坂
城
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
０

東
日
本
大
震
災
被
災
地
を

視
察
し
て

農
業
委
員

　柳
澤
敏
明

区　分

実勢借地料

平均値

９，１７８円

最高値

１７，０００円

最低値

３，３３０円

　
妻
の
実
家
が
あ
る
坂
城
町
に
引
っ

越
す
こ
と
に
な
り
、
果
樹
園
の
手
伝

い
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
自
ら
の
手
で
育
て
ら
れ
た
農

作
物
が
収
穫
さ
れ
、
出
荷
さ
れ
て
い

く
場
面
に
出
会
い
ま
し
た
。農
業
は
、

手
を
掛
け
れ
ば
掛
け
た
だ
け
、
そ
の

ま
ま
自
分
自
身
に
返
っ
て
く
る
と
い

う
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
素
直

に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し

た
。

　
毎
年
、
果
樹
園
が
後
継
者
不
足
で

廃
園
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
農
地
の

耕
作
放
棄
地
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
目
の
当
た

り
に
し
、
少
し
で
も
解
消
で
き
な
い

か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
と
い
え
ば
収
入
が
安
定
せ

ず
、
仕
事
は
地
道
で
地
味
で
き
つ
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
も

や
っ
て
み
て
、
農
業
従
事
者
が
減
り

続
け
る
こ
と
に
納
得
で
き
る
部
分
も

あ
り
ま
す
。
次
の
世
代
が
楽
し
そ

う
！
や
っ
て
み
た
い
！
と
素
直
に
思

え
る
よ
う
な
農
業
に
変
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
悩
み
ま
し

た
。

　
一
年
間
い
ろ
ん
な
講
習
会
や
視
察

な
ど
に
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
方
と

出
会
い
接
す
る
中
で
、
先
進
的
な
技

術
や
効
率
的
な
栽
培
管
理
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
大
幅

に
作
業
の
省
力
化
を
図
れ
る
こ
と
、

そ
れ
が
規
模
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ

と
、
品
種
を
増
や
し
長
期
間
販
売
で

き
る
構
成
に
す
れ
ば
、
も
ぎ
取
り
販

売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

直
接
販
売
も
可
能
で
あ
る
こ
と
、
加

工
品
の
生
産
を
す
れ
ば
農
閑
期
に
も

販
売
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。「
収
入
の
安
定
し
た
楽
し
い

農
業
」
と
い
う
目
標
が
少
し
ず
つ
見

え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
、
挑
戦
し
て

み
た
い
と
思
い
、
農
業
を
本
格
的
に

始
め
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
、
手
探
り
の
状
態
で
す
。
し
か

し
、
農
業
の
先
輩
方
が
自
ら
の
長
年

の
経
験
を
惜
し
げ
も
な
く
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
失
敗
し
な
が
ら
も
前

に
進
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
一
年
生
と
し
て
、
初
め

て
耕
作
放
棄
地
の
調
査
に
参
加
し
ま

し
た
。
少
し
手
を
入
れ
れ
ば
素
晴
ら

し
い
畑
に
な
り
、
立
派
な
農
作
物
が

育
つ
と
思
え
る
場
所
も
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
担
い
手
が
い
な
く
荒
れ
た
ま

ま
の
畑
を
見
る
と
、
何
と
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。調
査
結
果
を
ま
と
め
、

今
後
の
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
私
た
ち
農
業
委
員
に
課

せ
ら
れ
た
任
務
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
坂
城
の
農
産
物
、
特

産
品
を
利
用
し
た
付
加
価
値
の
あ
る

製
品
の
創
出
や
坂
城
ブ
ラ
ン
ド
の
開

発
な
ど
、
考
え
れ
ば
夢
は
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
や
関
係

者
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
地
域
農

業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（10 アール当たり　田・畑とも同額）

農
業
者
年
金
に

　加
入
し
ま
し
ょ
う

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
す

農
地
の
貸
し
借
り
は
安
心

で
き
る
制
度
で

耕
作
放
棄
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た

農地の実勢借地料の情報提供について

こ
う
や

し
づ
が
わ

▲耕作放棄地の調査

新
規
就
農
の
思
い

認
定
農
業
者
（
新
規
就
農
者
）

　込
山

　石
間
桂
太

が
れ
き
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私
た
ち
５
年
２
組
で
は
、ヤ
ギ
の
メ
ル
ク
を
飼
っ
て

い
ま
す
。メ
ル
ク
と
の
出
会
い
は
５
月
。先
生
が
メ
ル

ク
を
校
庭
に
連
れ
て
き
て
く
れ
て
、朝
の
時
間
に
ク
ラ

ス
全
員
と
対
面
し
ま
し
た
。

　
名
前
を
決
め
る
と
き
は
、一
つ
に
絞
る
の
が
と
て
も

大
変
で
、い
ろ
い
ろ
な
名
前
の
候
補
が
出
て
、決
め
方

も
話
し
合
っ
て
、２
時
間
話
し
合
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。名
前
は
、ミ
ル
ク
と
メ
ー
の
組
み
合
わ
せ
で

呼
び
や
す
い
の
で
、「
メ
ル
ク
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
メ
ル
ク
の
出
身
は
生
坂
村
で
、４
月
８
日
生
ま
れ
の

女
の
子
で
す
。そ
の
メ
ル
ク
に
も
、約
７
ヶ
月
経
っ
て
発

情
の
時
が
き
ま
し
た
。メ
ル
ク
に
は
子
ど
も
を
産
ん
で

ほ
し
い
け
ど
、た
く
さ
ん
の
課
題
も
あ
り
、夏
休
み
明

け
か
ら
何
度
か
メ
ル
ク
の
出
産
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ

て
き
ま
し
た
。12
月
28
日
に
再
び
発
情
が
き
た
の
で
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
土
屋

さ
ん
が
オ
ス
ヤ
ギ
を
つ

れ
て
す
ぐ
に
か
け
つ
け
て

下
さ
い
ま
し
た
。冬
休
み

が
明
け
る
と
、メ
ル
ク
の

発
情
が
止
ま
り
、
妊
娠

し
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。子
ヤ
ギ
と
一
緒
に
、

い
つ
か
結
婚
式
を
挙
げ

て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
町
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち
が
、「
相
手
意

識
に
立
っ
た
も
の
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、今
年
度

取
り
組
ん
だ
成
果
を
、坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
ロ

ビ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
坂
城
中
学
校
と
村
上
小
学
校
は
、家
族
の
た
め
に

陶
芸
品
を
制
作
し
、坂
城
小
学
校
１
年
生
は
、こ
の
４

月
か
ら
新
１
年
生
と
な
る
園
児
た
ち
に
贈
る
メ
ダ
ル

を
作
り
、南
条
小
学
校
は
、理
科
の
授
業
へ
も
の
づ
く

り
教
育
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。各
校
の
創
意
工
夫
が

詰
ま
っ
た
展
示
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
　
３
月
14
日（
木
）ま
で

　
積
雪
・
凍
結
し
た
道
路
を
走
行
、
歩
行
す
る
際

は
、
次
の
３
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
過
信
し
な
い

　
　
　
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
は
い
て
い
て
も
、

滑
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
過
信
せ

ず
、
安
全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

②
「
急
」
と
名
の
つ
く
運
転
は
禁
物

　
　
　
凍
結
し
た
道
路
は
横
滑
り
を
起
こ
し
や
す
い

の
で
、「
急
発
進
」「
急
ブ
レ
ー
キ
」「
急
ハ
ン
ド
ル
」

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
歩
行
者
は
明
る
い
色
の
上
着
と
反
射
材
を

　
　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
が
歩
行
者
を
早
く
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
特
に
夜
間
は
明
る
い
色
の
上
着
に

反
射
材
を
つ
け
て
歩
道
を
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

反
射
材
は
交
番
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
な

く
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　根
菜
類
と
は
、
か
ぶ
、
大
根
、
に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
、

い
も
類
な
ど
、
土
の
中
に
で
き
る
根
や
地
下
茎
な
ど
を
食

べ
る
野
菜
の
こ
と
で
す
。
多
く
が
秋
か
ら
初
春
に
か
け
て

の
寒
い
時
期
に
旬
を
迎
え
、
鍋
物
や
煮
物
、
汁
物
な
ど
の

具
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
体
を
芯
か
ら
温
め
て
く
れ
ま
す
。

栄
養
素
が
い
っ
ぱ
い
の
根
菜
類
を
食
べ
て
冬
を
元
気
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

淡
白
な
味
で
す

が
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
を
多
く
含
ん

で
い
ま
す
。

れ
ん
こ
ん

食
物
繊
維
が
た
っ

ぷ
り
で
、腸
内
環

境
を
整
え
ま
す
。

ま
た
、肉
や
魚
の
臭
み
を
消

す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ご
ぼ
う

に
ん
じ
ん

か
ぶ

さ
と
い
も

さ
つ
ま
い
も

体
の
中
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

と
し
て
働
く
カ
ロ
テ
ン
が

多
く
、油
を
使
っ
て
調
理

す
る
と
吸

収
率
が
よ

く
な
り
ま

す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
多
く
含
み
、

葉
に
も
カ
ロ

テ
ン
、ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
、カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
が

豊
富
で
す
。

カ
リ
ウ
ム
が
多
く
、塩
分
の

排
出
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。

ヌ
ル
ヌ
ル
成
分
は
胃
腸
を

保
護
し
た
り
、

血
液
を
サ
ラ

サ
ラ
に
し
ま

す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が

多
く
、皮
に
近

い
部
分
に
多
い

ヤ
ラ
ピ
ン（
白

い
乳
液
）に
は
、

便
秘
改
善
の
効
果
も
あ

り
ま
す
。

根
性
つ
く
か
も
！

根
菜
類
を
食
べ
ま
し
ょ
う

ものづくり教育
小中学校の成果を展示

交番だより交番だより
坂城町交番 ☎・有線 82‒2008

学校だより学校だより
「メルクとの生活」

坂城小学校 5年　鈴木悠里　

食育・学校給食センター
☎・有線８２－２５５９

食育・学校給食センター
☎・有線８２－２５５９食育だより食育だより食育だより食育だより
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赤ちゃん小組（毎週水曜日）

６日：ひなまつり
13日：おたのしみ会
20日：お休み
27日：自由あそび
リーダー：依田　映さん

12日：手塚よし子講師
　　「過保護、過干渉していませんか」
リーダー：太田とよ子さん

８日：２、３月お誕生会＆お別れ会
22日：自由参加
リーダー：塚田しのぶさん

５日：お別れ会＆ランチ
19日：支援センターであそぼう
リーダー：澤崎美紀さん

１日、15日

親子イングリッシュ（第１・３金曜日）

みぃつけた！（第１・３火曜日）

いっぱい遊ぼうグリとグラ（第２・４金曜日）

スコーレ母親教室（第２火曜日）

　早いもので、今年度もあと１ヶ月ですね。

　どの子もみんな大きくなりました！

　子育てサークル、子育て講座や行事に参加

してくださった皆さん、ご苦労様でした。お

子さんもお母さんも友だちができましたね。

　行事のたびにお手

伝いしてくださった

ボランティアの皆さ

ん、ありがとうござ

いました。

　お子さんの健やか

な成長を願い、ひと

つの詩を紹介します。

「抱きしめる」とい

う行為は、生涯にわ

たり有効です。

今月の相談日

支援センターでの相談（細江家庭相談員）
５・12日：午後２時～５時、19・26日：午前９時～午後５時

保育園栄養士による食育相談…随時
お申し込みにより日時を決めて行います。離乳食、
幼児食、食べ方など、気軽にご相談ください！

保育園での相談

酒井相談員
６日(水)午前９時～午後５時
13日(水)午前９時～午後５時

保育園
南条
坂城
村上

細江相談員
12日(火) 午前9時～午後２時
５日(火) 午前9時～午後２時
14日(木) 午前9時～午後２時

23日（土）

ボランティア懇話会

午前中

21日（木）

マザーリーフの会

午後１時

開館日

午前中

日程 時　間内　　　容

11日（月）

９日（土）

お祝い会＆試食会
４月に年少組に入園するお友だちが
対象です

午前10時

午前10時たんぽぽ教室

開館日・親子の会

７日（木）

おはなしでてこい
14日（木）

午前10時

センターへの持ち物
水分補給にお茶、オムツ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ゴミ袋

午後1時30分

　子どもの頃に抱きしめられた記憶は

　　ひとの心の奥の方にずっと残っていく

　大切な場所にずっと残っていく

　　そして　その記憶は

　優しさや思いやりの大切さを教えてくれたり

　　一人ぼっちじゃないんだって思わせてくれたり

そこから先は行っちゃいけないよって止めてくれたり

死んじゃいたいくらい切ないときに支えてくれたりする

　　　子どもをもっと抱きしめてあげてください

　　　ちっちゃな心はいつも手を伸ばしています

～ 抱きしめるという会話 ～おおきくなったね

3 3
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す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
住
宅

は
早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
防
火
標
語

　
消
す
ま
で
は

　
　
出
な
い
行
か
な
い
　
離
れ
な
い

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
６
―
２
７
６
―
０
１
１
９

３
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

粗大ごみの回収

相談日　　3月

粗大ごみの回収に合わせてビン・缶・ペット
ボトル・布類・有害ごみ・プラスチック容器
包装・紙容器包装・古紙類の収集を行う「サ
ンデーリサイクル」を実施していますのでご
利用ください。

17 日（日）
午前 8時 30 分～10 時

びんぐしの里公園　駐車場

相談 日時／場所

心配ごと
相　　談

障がい者（児）
相  　　談

ハローワーク
出張相談

行政相談

年金相談

11 日（月）
21日（木）

13日（水）
27日（水）

11日（月）
25日（月）

午前 9時～正午
役場第 4会議室（3階）

15日（金）午前 9時～正午
役場第５会議室（３階）

19日（火）
午前 9時～午後 4時
役場第３会議室（３階）

午前10時～午後 3時
坂城テクノセンター

午後1時30分～4時

文化センター相談室
役場第 5会議室（３階）

11日は司法書士、21日は弁護士による
法律相談をあわせて開設（弁護士による
相談は９時30分から11時まで）

※相談希望の場合は、3月11日（月）までに電話
で住民環境課住民係【☎82－3111（内線122）
有線88－1022】へお申し込みください。

（平成25年2月1日現在）

（平成 25年 1月中）

※　（　）は前月比
世帯数　 　６,０１５世帯　　（－  8）
人　口　 １５,９４５人　　　（－31）
　男　　 　７,８５５人　　　（－15）
　女　　 　８,０９０人　　　（－16）

※累計は１月から、（　）は前年比
件　数　　7件　　累計　  7 件（＋  4）
死　者　　0人　　累計　   0 人（±  0）
負傷者　     8 人　　累計　  8 人（＋   5）

とも泌尿器科クリニック　  【千曲市磯部】 ☎ (026)261－5815
飯島医院　　　　　         【千 曲 市 中】 ☎ (026)272－0269
岡田外科医院　　　　　  【千曲市稲荷山】 ☎ (026)272－2828
小宮山歯科医院　　　　 【立　　　町】 ☎・有線 82－2029
松尾医院　　　　　　　 【立　　　町】 ☎・有線 82－2013
千曲中央病院　　　　　 【千曲市杭瀬下】 ☎ (026)273－1212
たけい歯科クリニック　     【千曲市鋳物師屋】 ☎ (026)272－8000
中島産婦人科小児科     　【千曲市上山田】 ☎ (026)275－0111
島田クリニック　　　　　  【千曲市小島】 ☎ (026)273－8788
かつの耳鼻咽喉科　　　 【千曲市粟佐】 ☎ (026)274－3387
前山歯科医院　　　　　 【千曲市上徳間】  ☎ (026)276－0282
森本眼科クリニック　　　  【千曲市内川】 ☎ (026)285－0020
兒玉医院　　　　　　　  【千曲市寂蒔】 ☎ (026)272－4300
菅谷医院　　                    【千曲市稲荷山】 ☎ (026)272－1024
竹内歯科医院                  【千曲市稲荷山】 ☎ (026)274－7050
村上堂大井クリニック　   【網　　　掛】 ☎　　　 81－3131
千曲中央病院　　　　　 【千曲市杭瀬下】 ☎ (026)273－1212
榑沼歯科医院　　　　　  【千曲市内川】 ☎ (026)261－5005
さかき生協診療所　　　　【中　之　条】 ☎・有線 82－0101
吉沢内科クリニック　　　【千曲市屋代】 ☎ (026)273－7050
鴇沢内科クリニック　　　 【千曲市屋代】 ☎ (026)272－3713
あかいけ歯科クリニック　【　　鼠　　】 ☎　　　 81－3377

　   3月3日（日）

　      10日（日）

　　  17日（日）

　　  20日（水）

　　  24日（日）

　　  31日（日）

　　　　※診療時間　医科：午前9時～午後5時　歯科：午前9時～正午
　　　　※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
　　　　　場合は電話、新聞などで確認をしてください。

当番医（医科・歯科）

 3 月の健診
☆乳幼児健診☆（実施場所は保健センター）

21日（木）午後1時
14日（木）午前9時
13日（水）午前9時

健　診 対　象　児 集合日時
4か月児健康診査
7か月児健康相談
10か月児健康相談

平成24年11月生
平成24年  8月生
平成24年  5月生

2歳児健康相談 平成22年10月15日生
　　　～12月31日生
平成21年  9月22日生
　　　～10月31日生

5日（火）午前9時

8日（金）午後1時3歳児健康診査
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3月の番組表

6日（水）

7日（木）

10日（日）

12日（火）

17日（日）

20日（水）

21日（木）

24日（日）

27日（水）

31日（日）

税務署だより

信号は赤です

楽しい民話

宝げた
旭ヶ丘　中村秀子さん

消費税・地方消費税の確定申告
上田税務署
植物の管理

御所沢　前沢新一さん
においの代金

込山　岡田由貴子さん
交通事故防止
坂城町交番
最後のうそ

金井　青木典子さん
野火火災の防止
消防署

ＪＡ文芸から
選者　中沢月人さん
たぬきのしょうゆづくり
鼠　玉井かつ子さん

最近の消費生活相談から
長野消費生活センター
ペレのあたらしいふく
北日名　春日秀子さん

7
14
21
28

3
10
17
／

5
12
19
26

6
13
20
27

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

4
11
18
25

■3月の休館日■ 黒地　がお休み

町立図書館  ☎・有線  ８２－３３７１
開館時間　  午前１０時～午後６時
□3月の催し物□
☆おはなし会☆
　9日（土）午前10時30分～
　おはなし会は、毎月第2土曜日の午前10時30分から！
☆としょかん講座☆
　点字・点訳講座
　5日（火）・19日（火）午後2時～　　講師：山口静枝さん
　文章の書き方講座
　23日（土）午後１時30分～　講師：長島伸一さん

私は私らしく生きる　水野源三詩集
（著：水野源三　写真：森本二太郎　朗読：中村啓子／日本キリスト教団出版局）
　水野源三さんは、坂城町の生まれ。９歳の
時に病気で身体の自由を奪われた。その後
まばたきによって数多くの詩を作り、“まばた
きの詩人”と呼ばれる。この本には、厳選され
た47編が収録され、一つ一つの詩に森本二
太郎氏の写真が飾られている。録音ＣＤ付
き。

☆一般図書☆
・武士に「もの言う百姓」たち　裁判でよむ江戸時代
　（著：渡辺尚志／草思社）
・はなぼん　わくわく演出マネジメント
　（著：花井裕一郎／文屋）
・元気いっぱい！鬼ごっこ50
　（著：羽崎泰男／ひかりのくに）
・40歳からはじめる健康学　知っておきたい栄養の話
　（著：島﨑弘幸／平凡社）
・長寿一位の長野県式減塩ごはん　おいしいから、続けられる
　（監修：長野県栄養士会／マイナビ）
・リンゴの歩んだ道　明治から現代へ、世界の“ふじ”が生まれるまで
　（著：富士田金輔／農文協）

☆児童図書☆
・絵で旅する五街道　中山道・甲州街道
　（文：秋山浩子　絵：伊藤まさあき／汐文社）
・ならべてくらべる動物進化図鑑
　（著：川崎悟司／ブックマン社）
・ふしぎな八つのおとぎばなし
　（文：ジョーン・エイキン　絵：クェンティン・ブレイク／冨山房）

楽しい民話

わが家の花
は元気です

楽しい民話

こちら119番

川柳

楽しい民話

楽しい民話

明　る　い
消 費 生 活

3日（日）

　特定健診は、心疾患や脳卒中、腎疾
患などの生活習慣病を予防するための
健診です。自分の体を知り、病気にな
る前に生活習慣病の改善ができれば、
将来かかる医療費を減らすことができ
ます。毎年１回必ず受診しましょう。

特定健診を受けましょう！

達成まで、あと

特定健診の目標  受診率

約700人
65％

24 31
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１
月
27
日（
日
）、
坂
城
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
で
、
今
年
度
全
国
大
会
で
金

賞
を
受
賞
し
た
、
南
条
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
部
の
現
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
最

後
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
、
会
場
は
同
部
の
演
奏
を
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ん
で
満
員

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
七
澤
先
生

の
指
揮
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
精
一
杯
演
奏
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
は
と

て
も 

素
晴
ら
し
く
、
最
後
の
曲
が

終
わ
る
と
、
会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
育
成
に
継
続
し
て
活
動
し
て

い
る
方
、
ま
た
永
年
に
わ
た
り
継

続
し
て
活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
を
表
彰
す
る「
日
本
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
創
設
50
周
年
記
念
事
業

功
労
者
・
優
秀
団
表
彰
」に
お
い
て
、

功
労
者
と
し
て
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ぎ
な
た
部
指
導
者
の
滝
沢
一

子
さ
ん
、
我
山
千
枝
子
さ
ん
が
、

優
秀
団
と
し
て
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ぎ
な
た
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ぎ
な
た

部
の
創
部
は
昭
和
48
年
で
、
滝
沢

さ
ん
は
昭
和
61
年
か
ら
、
我
山
さ

ん
は
平
成
５
年
か
ら
指
導
さ
れ
て

い
ま
す
。
滝
沢
さ
ん
は
「
こ
の
度

の
受
賞
は
私
個
人
と
い
う
よ
り
団

員
の
努
力
と
保
護
者
の
協
力
の
も

と
、
恩
師
で
あ
る
故
久
保
る
い
先

生
及
び
町
関
係
各
位
の
ご
指
導
ご

支
援
の
賜
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
、

我
山
さ
ん
は
「
こ
の
度
の
受
賞
を

重
く
受
け
止
め
、
恩
師
久
保
る
い

先
生
の
教
え
を
守
り
、
皆
さ
ん
と

協
力
し
て
、
な
ぎ
な
た
の
発
展
と

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
の
育
成
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
滝
沢
さ
ん
、
我
山
さ
ん
、
な
ぎ

な
た
部
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
な
ぎ
な
た
部
で
は
随
時

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎
事
務
局
　
神
林
さ
ん

　
☎
・
有
線
８
２―

３
４
４
５

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ（※

）生
涯
学
習
事
業
の
一

環
と
し
て
、小
中
学
生
を
対
象
と
し

た「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
作
成
セ
ミ
ナ
ー
」

が
、坂
城
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
室
で

２
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
課
題

は
、「
地
元
坂
城
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
」で

す
。４
、５
名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
坂
城
を
紹
介
す

る
テ
ー
マ
、内
容
な
ど
を
決
め
、課
題

に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ソ
フ
ト

を
使
い
、文
章
の
入
力
や
写
真
の
加

工
・
取
込
な
ど
を
行
っ
て
、び
ん
ぐ
し

の
里
公
園
、ね
ず
み
大
根
、村
上
義
清

な
ど
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
果
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow

n.sakaki.nag
ano.jp/lifestudy/jim

an_sakak
i_h24/index.htm

l

写真左から、滝沢さん、我山さん写真左から、滝沢さん、我山さん

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　創
設
50
周
年
記
念
事
業
表
彰

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ぎ
な
た
部

小
中
学
生
Ｉ
Ｃ
Ｔ
生
涯
学
習

地
域
自
慢
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

南条小学校金管バンド部

さよならコンサート

※「Information and Communication Technology」の略で
情報通信技術のこと。
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